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13）ラベンダー 
ラベンダーはシソ科の常緑小低木で、地中海沿岸地方が原産である。香料や薬草

として古くから栽培されており、南フランスが主産地として名高い。しかし近年では

イタリア、スペイン、北アメリカ、イギリス、ロシア、日本などでも栽培されている。

高さは 60cm ほどで、茎には白い軟毛が密生し灰白色に見える。葉は細く長さは 5cm

ほどの線状楕円形で対生し、若い茎では輪生する。夏、茎頂に淡紫色の花茎1cmほど

で、筒状の唇形花を穂状に多数つける。花はもとより全草に強い芳香がある。和名の

由来はイギリス名の『lavendar』=ラベンダーによるもので、学名は『Lavandula 
angustifolia』、属名はラテン語の｢lavo＝洗う｣という意味の言葉に由来し、種小辞

は細い葉という意味である。洗うという言葉の由来は、古代ローマ時代に入浴用の

香水に用いられ、その昔から浴槽に入れて香りを楽しんだことによるものである。 

古代ギリシャでもラベンダーは盛んに栽培されていたと見えて、当時は種子か

ら大事に育てていたらしいく、花冠や花輪としても用いられていた。薬効も広く知ら

れていたようで、ディオスコリデスは『薬物誌』の中で、痛み止めや解毒剤として

用いていたことを記述している。この他にもヨーロッパでは古くから喘息の民間薬

として利用され、神経痛やリウマチなどにも効果があるとされていた。しかし何と

いってもこの花の真価は、香水としての価値であろう。イギリスでは気絶した婦人に、

ラベンダーの香りをかがせれば、息を吹き返すといわれており、ラベンダーの香水

に限ってはフランス製よりもイギリス製のほうが高価なのだという。ラベンダーの

ポプリを、 箪笥に入れておくと虫が付きにくいため、ヨーロッパでは虫除けに用い

る習慣がある。このため英語では大切に保管するという意味の成句は｢to lay up in 

lavender｣である。 

ラベンダーは花が開く頃に刈り取って、蒸留法によってラベンダー油という香油を

とる。花穂から採った香油が一番優れた品質で、その油の主成分は『酢酸リナリル』で､

他にも『リナロール』、『ラバンジュロール』などが含まれている。 香水のほか石鹸や

化粧品、入浴剤などの香料としても用いられている。花穂を乾燥させドライフラワーや

ポプリに使うが、最近ではハーブティーや製菓材料、料理の香辛料にも利用されている。 

ラベンダーが日本に伝わったのは意外に古く、江戸時代の文化年間(1804～1818 年)

には渡来していたらしい。現在では北海道の美唄や旭川付近はラベンダーの栽培が

盛んで、フジテレビが 20 年間にわたって製作を続けた、超長編ドラマ『北の国から』

でも、しばしばラベンダーの美しい花畑が映像の中で紹介されていた。ラベンダー

は陽当たりが良くて湿気のある土を好み、寒さにも強いので、最近では信州や群馬

などの山間部の高原地帯でも観光栽培が行なわれるようになった。通風に十分注意

すれば栽培は比較的簡単である。花の頃には蜜蜂や蝶がどこからともなく集まって

賑やかになる。 
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シソ科のラベンダーには多くの種類がある。その中でもこのイングリッシュラベンダーは、

代表格で寒さにも強く栽培しやすいため、北海道から信州などでよく見られる（長野県佐久市）。 

 

咲き始めたイングリッシュラベンダーの花。こちらの種は植木鉢でも育てることが出来る。 
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イングリッシュラベンダー、これはプロバンスブルーといわれる種である。 
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プロバンスブルーを拡大してみると、こんな表情。花穂は開花とともに上へ伸びてゆく。 
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もうひとつの代表格はフレンチラベンダー『Lavandula stoechas 』である。地中海沿岸地域

を原産地としているためスパニッシュ･ラベンダーとも呼ばれる(群馬県玉原高原）。 

 

フレンチラベンダーはAvon view(アボン･ビューまたはエイボン･ビュー)とも呼ばれている。 
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フレンチラベンダーを拡大してみるとこんな表情である(さいたま市緑区）。 
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ラベンダーセージは、ヴィクトリアセージとサルビアロンギスピカータとが、交配されて誕生した

セージらしいが定かではない。ラベンダーに似た紫色の花を晩秋まで咲かせてくれる。 
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ラベンダーセージ『 Salvia cv. Indigo Spires』(上の写真ともさいたま市緑区）。 
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花が美しいのはこのレースラベンダー『Lavandula multifida』である(東京都小平市薬用植物園）。 
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レースラベンダーの花。10 月末ごろまで咲いている(さいたま市緑区）。   目次に戻る 


